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シンプルでモダン。そして世界一を誇る
軽量眼鏡として君臨するリンドバーグ。

カラーやデザインによってどんなスタイルにも
合う眼鏡は一度掛けたら手放せなくなる。
自分に合う最強の１本を見つけてほしい。

リンド バ ー グ

L I N D B E R G
いつもの眼鏡

超薄型の最新チタンフレーム、シンタニウム。
およそ3gという驚く軽さを実現し、洗練された
印象に。眼鏡「LINDBERG thintanium, 5531 
Col. P10」価格10万3000円問リンドバーグ、シャ
ツ価格4万6200円、パンツ価格2万8600円問とも
にサカス ピーアール／キミー☎03-6447-2762、
中に着たTシャツ／スタイリスト私物

こちらもシンタニウムの新型。優し
いラウンド型でミニマリズムを表現。
男女問わず掛けやすいモデルだ。
眼鏡「LINDBERG thintanium, 5528 
Col.PU9」価格万円11万3000円
問リンドバーグ

薄い複合材のフロントと軽いチタン製テン
プルという、LINDBERGのシグネチャー的
な要素により構成されたn.o.w. titanium
シリーズ。透明感のあるフロントが特徴的。
眼鏡「「LINDBERGn.o.w. titanium, 6627 
Col. C02-PU9」価格7万7000円問リンド
バーグ、パンツ価格7万1500円問サカス ピー
アール／セブン バイ セブン☎03-6447-2762、
ガウン、中に着たTシャツ／スタイリスト私物
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M A X  P I T T I O N マックス ピティオン

ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
継
承
し
て

シ
ル
モ
で
復
刻
デ
ビ
ュ
ー

　

最
初
に
紹
介
し
た
い
の
が
、
再
復
刻

し
て
シ
ル
モ
が
初
お
披
露
目
と
な
っ
た

『
マ
ッ
ク
ス 

ピ
テ
ィ
オ
ン
』だ
。
1
9
2

1
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
眼
鏡
産
地
ジ
ュ
ラ

に
あ
る
小
さ
な
町
、
オ
ヨ
ナ
で
眼
鏡
工

場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
1
9
4
0
〜

7
0
年
代
の
フ
レ
ン
チ
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

の
歴
史
を
作
っ
た
名
門
で
あ
る
。2
0
1

3
年
に
復
刻
す
る
も
、惜
し
ま
れ
つ
つ
も

生
産
終
了
。
2
0
2
2
年
に
再
始
動
し

た
。
復
刻
を
実
現
さ
せ
た
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
Ｔ
ｏ
ｍ
ｍ
ｙ 

Ｏ
ｇ
ａ
ｒ
ａ
氏
と
、
創
業
者
の
息
子

Ｂ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｒ
ｄ 

Ｐ
ｉ
ｔ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

氏
に
話
を
聞
い
た
。
ふ
た
り
は
古
く
か

ら
親
交
が
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
の
復
活
を

望
ん
で
き
た
と
い
う
。

「『
マ
ッ
ク
ス 

ピ
テ
ィ
オ
ン
』の
歴
史
を

知
る
た
め
に
、オ
ヨ
ナ
へ
行
き
、古
い
工

場
や
昔
の
図
面
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
で
は
な
く
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
や
図
面
か
ら
リ
バ
ー
ス
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
行
な
う
た
め
、ス
ピ

リ
ッ
ツ
が
非
常
に
大
事
な
ん
で
す
。オ
ヨ

ナ
の
大
自
然
や
歴
史
あ
る
工
場
を
こ
の

目
で
見
て
、
ピ
テ
ィ
オ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
、

ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
継
承
す
る
。ブ
ラ
ン
ド
の

リ
ア
ル・ス
ト
ー
リ
ー
を
継
承
す
る
こ
と

が
復
刻
の
鍵
で
し
た
」（
Ｔ
ｏ
ｍ
ｍ
ｙ
氏
）。

　

フ
レ
ー
ム
を
製
造
す
る
に
あ
た
り
、

過
去
の
図
面
や
写
真
な
ど
の
ア
ー
カ
イ

ブ
が
使
わ
れ
た
。
製
造
は
日
本
で
行
わ

れ
、
ア
セ
テ
ー
ト
生
地
に
は
タ
キ
ロ
ン

社
製
を
使
用
。
フ
レ
ン
チ
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
を
代
表
す
る
ク
ラ
ウ
ン
パ
ン
ト
に
は

肉
厚
な
8
㎜
生
地
を
採
用
し
、
丁
番
に

は
昔
な
が
ら
の
真
鍮
製
を
使
う
こ
だ
わ

り
ぶ
り
。
当
時
の
製
法
を
用
い
て
世
界

観
を
再
現
し
た
。
そ
の
仕
上
が
り
に

Ｂ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｒ
ｄ
氏
も
満
足
気
だ
。

「
パ
ー
ツ
の
精
度
な
ど
日
本
の
職
人

に
よ
る
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
フ
ラ
ン
ス

人
の
父
が
作
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
日

本
の
技
術
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
『
マ
ッ
ク

ス 

ピ
テ
ィ
オ
ン
』
が
、日
本
と
出
会
っ

て
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
、
再
始
動
し

た
の
で
す
」（
Ｂ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｒ
ｄ
氏
）

クリエイティブディレクター Tommy Ogara創業者の息子 Bernard Pittion

『マックス ピティオン』のほかに、『ジュリア
スタートオプティカル』の新作も発表された。

ボリューム満点で光沢
が美しいクラウンパン
トなど、期待を裏切ら
ない仕上がり。

ブースには“のれん”を活用。日本とフランスの
伝統をつなぐTommy氏の粋なアイデアだ。

M Y K I T A マイキータ

「
少
し
ず
つ
変
え
る
よ
り
も
、
一
気
に

す
べ
て
を
変
え
た
方
が
、
物
事
全
体
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
考
え
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
『
マ
イ
キ
ー
タ
』
は
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
業
界
と
美
学
を
ベ
ー
ス
に
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
」

　

で
は
今
後
『
マ
イ
キ
ー
タ
』
が
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
分
野
で
業
界
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
な
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

「
ノ
ー
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん

で
す
。
も
と
も
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
興
味
が
あ
り
、
い
ま
は
製
造
で
生
ま

れ
る
ス
テ
ン
レ
ス
の
廃
材
も
89
％
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
に
な
る
た
め
じ
ゃ
な
く
て
、
未
来
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
か
ら
は
じ
め
た

の
で
す
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
素
材
へ
の
完

全
移
行
が
先
例
と
な
り
、
業
界
全
体
が

同
じ
方
向
へ
進
む
き
っ
か
け
に
な
れ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
」

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
素
材
へ
の

完
全
移
行
の
真
意
と
は
？

　

2
0
2
2
年
春
、『
マ
イ
キ
ー
タ
』
は

分
子
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
で
開
発
さ
れ
た

「
ア
セ
テ
ー
ト 

リ
ニ
ュ
ー
」
の
み
を
製
造

に
使
用
し
、従
来
の
ア
セ
テ
ー
ト
か
ら
の

完
全
移
行
を
行
な
う
こ
と
を
発
表
し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
世
界
中
を
驚
か
せ
、ブ

ー
ス
に
は
現
物
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
、多

く
の
バ
イ
ヤ
ー
の
姿
が
。
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
Ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｔ
ｚ 

Ｋ
ｒ
ｕ
ｅ
ｇ
ｅ
ｒ
氏
に
狙
い
を
聞
い
た
。

「
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
課
題
は
、
私

た
ち
の
責
任
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
子

ど
も
の
未
来
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
つ
く
る
こ
と

は
大
切
で
す
が
、
ア
セ
テ
ー
ト
は
廃
棄

物
な
ど
が
多
い
た
め
、
ず
っ
と
以
前
か

ら
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
素
材
に
移
行
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
」

　

素
材
を
共
同
開
発
し
た
の
は
ア
メ
リ

カ
の
特
殊
素
材
メ
ー
カ
ー
「
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ

ｍ
ａ
ｎ
」だ
。「
ア
セ
テ
ー
ト 

リ
ニ
ュ
ー
」

は
、
持
続
可
能
な
方
法
で
調
達
さ
れ
た

木
材
パ
ル
プ
60
％
と
、
分
子
リ
サ
イ
ク

ル
技
術
で
製
造
さ
れ
た
認
証
リ
サ
イ
ク

ル
材
40
％
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
分

子
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
と
は
、
眼
鏡
製
造

な
ど
で
生
ま
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
困
難
な

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
を
構
成
成
分
に

ま
で
分
解
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
材
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
と
い
う
も
の
。廃
棄

す
る
ア
セ
テ
ー
ト
も
ま
た「
ア
セ
テ
ー
ト 

リ
ニ
ュ
ー
」の
原
材
料
に
再
利
用
で
き
る

仕
組
み
だ
。さ
ら
に
従
来
の
ア
セ
テ
ー
ト

と
同
様
の
特
性
が
あ
り
、
見
た
目
や
質

感
は
同
じ
で
、
温
め
て
曲
げ
る
こ
と
も

で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、一
度
に
全
部
を
移

行
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
の
で
は
？ クリエイティブディレクター Moritz Krueger

『マイキータ』ではCSR
（企業の社会的責任）に力
を入れており、業界内で
の注目度は高い。

多くのバイヤーが訪れ
る『マイキータ』のブ
ース。リラックスして
商談が進む。

ここに並んだフレームはすべて
「アセテート リニュー」を使用
した、環境に優しい眼鏡だ。

「新しいことに取り組んで発展し、サステナ
ブルな未来をつくりたい」とMoritz氏。

問THE LIGHT問マイキータ ジャパン69  MODE OPTIQUE 68



Photo/青木健格 Takenori Aoki（WPP）
Text/伊藤美玲 Mirei Ito、小堀真子 Mako Kobori

BOZ
［ボズ］

目尻にポイント。同じマテリアルを使用し
つつ、色やパターンの違う生地を組み合わ
せて絶妙なバランス感をもたらしている。
（上）「ONDINE Col.2510」価格4万8400円、
（下）「OCTO Col.2540」価格5万2800円
問J.F.REY JAPAN

過去 2年間のコロナ禍を乗り越え、欧米、アジアな
ど各国のデザイナーたちが久々に来日を果たした今
回のiOFT。日本メガネ大賞のカテゴリー分けもシン
プルになり、いよいよ新時代へのシフトが切られた。

iOFT
E Y E W E A R

E X H I B I T I O N

NEWYOKER
［ニューヨーカー］

フロントには18金、長モダンには本べっ甲を採用し、
インテリジェンスな佇まいのラウンドを風格のあ
る佇まいに。しっとりした艶を放つべっ甲は耳当た
りもソフトで、極上の掛け心地をもたらす。
「N6233」価格オープン（受注生産）
問マルマンオプティカル

Mixage Basic
［ミクサージュ ベーシック］

コンビネーションモデルの新型は、コロン
とした丸みのあるフロントシェイプが特
徴的。素材のミックス感がほどよいアクセ
ントになっている。メタルフロントの新作
は、従来型にはなかったシャープですっき
りとしたシェイプが登場した。
（上）「MXB6006 Col.3」、
（下）「MXB6005 Col.2」
価格各2万8600円問ヤブシタ

LASHISA
［ラシサ］

ハグ・オザワが20～30代女性に放つ、大人の“あざと
かわいさ”を狙った新ブランド。伏し目や上目遣いの
とき、丁番のカラフルな七宝がチラリとアピールする。
（上）「LS-004 Col.4」、（下）「LS-005 Col.1」
価格各1万3200円問ハグ・オザワ

COCO SONG
［ココソング］

二重アセテートにシルクを敷き、上から羽やドライフ
ラワーなどを置いて、薄さ0.5㎜のクリアなアセテー
トで挟み込む。イタリアのセンスと東洋美が織りなす
ラグジュアリーなフレームは今季も圧倒的な存在感。
（上）「SHANTY Col.3」価格10万7800円、
（下）「JUST JULIET Col.4」価格10万7800円
問エイトオプティク

は
、
ミ
ッ
ク
ス
カ
ラ
ー
が
絶
妙
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
奏
で
る
大
ぶ
り
で
肉
厚
な
サ

ン
グ
ラ
ス
な
ど
、
生
地
そ
の
も
の
の
美

し
さ
を
活
か
し
た
ク
ラ
シ
カ
ル
な
フ
ォ

ル
ム
が
新
鮮
。
一
方
の
メ
タ
ル
は
抜
き

加
工
に
よ
っ
て
レ
ー
ス
の
よ
う
な
幾
何

学
パ
タ
ー
ン
を
作
り
出
し
、
華
や
か
な

装
い
を
楽
し
め
る
『
ラ
フ
ォ
ン
』
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
が
揃
っ
て
い
る
。

Photo/青木健格 Takenori Aoki（WPP）
Text/小堀真子 Mako Kobori

lafont
ラフォン

空や海の豊かな色を思わせる
鮮烈なブルーのインパクト。
パリの『ラフォン』から届いた
最新コレクションをピックアップ。

ダイナミックなブルーと
豊かな柄のマリアージュEDITOR’S

PICK UP
BRAND

MODE OPTIQUE 2022

優雅なフォックス調のサングラスは、
地中海に面したモナコの華やかな景
色を想起させる生地使い。トレンド
感のある肉厚で幅広のテンプルが、
横顔をドラマティックに彩る。

「MONACO Col.3195E」

価格4万6200円

ル
ー
。
そ
こ
に
ア
イ
コ
ニ
ッ
ク
な
ド
ッ

ト
柄
や
上
品
な
レ
オ
パ
ー
ド
柄
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
名
を
モ
デ
ル

名
に
冠
し
た
風
景
画
の
よ
う
な
モ
ザ
イ

ク
パ
タ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
、『
ラ
フ
ォ

ン
』
独
自
の
華
や
か
な
世
界
観
を
築
き

上
げ
て
い
る
。

　

近
年
エ
コ
素
材
な
ど
も
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
る
ア
セ
テ
ー
ト
フ
レ
ー
ム

2
0
2
3
年
春
夏
に
か
け
て
、
国
内

外
の
多
く
の
ア
イ
ウ
ェ
ア
ブ
ラ
ン
ド
が

提
案
し
て
い
る
ブ
ル
ー
の
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
。
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
に
愛
さ
れ
る
『
ラ

フ
ォ
ン
』
の
最
新
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
、

個
性
豊
か
な
ブ
ル
ー
を
取
り
入
れ
た
デ

ザ
イ
ン
が
目
を
引
い
た
。
今
季
の
イ
メ

ー
ジ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
さ

れ
て
い
る
の
も
、
鮮
烈
な
ロ
イ
ヤ
ル
ブ

品のあるボスリントンは、鮮烈なブルーを使った生地
のカラーリングが絶妙。マットとクリアが混在した立
体的なモザイクが、ブルーの存在感を引き立たせる。

「MAGRITTE Col.3189」

価格3万9600円

上半分にくすみブルーのクリアな質感、下半
分は艶めくヴィヴィッドなブルーを配置。目
尻におなじみのドットデザインで華やかさ
を添えた、質感豊かなフォックスフレーム。

「MIX-MATCH Col.3191」

価格3万9600円

マットな光沢感を放つネイビーのメタル
をベースに、抜き加工で目尻に羽根のよ
うなニュアンスを添えたフォックス型。
ドットのあしらいでアクセントを付ける。

「MAUD Col.3745」

価格4万1800円

幅広のメタルに、レースのような繊細な
抜き加工。軽やかさと存在感を両立させ
たラウンドフレーム。リムを囲む小さな
赤いドット柄で、表情がパッと華やぐ。

「MINORQUE Col.7730」

価格4万6200円

●商品に関するお問い合わせ先は、イワキメガネ☎03-3462-1504　https://www.iwakioptic.co.jp 82
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●造本には充分注意しておりますが、万一、落丁・乱本などの
不良品がありましたら小社［販売部］宛にお送りください。送
料小社負担にてお取り替えいたします。
●本誌掲載記事の無断転載、複製、転写を禁じます。＊本文中
の価格は消費税（10％）込みの総額表示です。＊本誌に掲載さ
れている商品、価格、問い合わせ先は2022年11月現在の調べ
によるものです。

ワールドフォトプレス総合サイト
「モノ・マガジンweb」

ワールドフォトプレスの出版物は
インターネットでもご注文いただけます。
monoshop.biz

monomagazine.com

オルグリーン×ガムフラテーシ×ミナ ペルホネン
のトリプルコラボ眼鏡


